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令和８年第2回定例会開かれる
審議結果
委員会活動
１2人が一般質問に立つ
議員表彰、議員活動日誌、議員研修、
議会開会のお知らせ、意見募集
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溶融炉
（ごみ焼却施設）

溶融炉
（ごみ焼却施設）

ゆ～みんぐ
（温水プール）

塵芥車
（ごみ収集車）

じん かい  しゃ

最終処分場最終処分場

内容

①根尾廃棄物処理施設管理費

②本巣ストックヤード管理費

③真正ストックヤード管理費

⑤西濃環境整備組合負担金事業

④塵芥処理諸経費

年度別 分賦金

年度別 ごみの搬入量

年度

R6
R5

組合全体
本巣市

分担割合分賦金
12億9,127万円
14億8,174万円

1億9,782万円
2億2,651万円

15.32%
15.29%

（1）一般廃棄物ごみ収集委託料

（2）一般廃棄物ごみ処理委託料

（3）空き容器回収機管理業務委託料

（4）動物死体処理委託料

1億9,572万円

6,177万円

1,361万円

1,140万円

1,369万円

1,057万円

2,973万円

2億9,836万円

1億9,782万円

（5）不法投棄処理委託料

（6）廃棄物再生利用対策

（7）ごみ袋・シール作成

（8）ごみ分別促進アプリ運用事業

22万円

93万円

1,459万円

13万円

金額

紙・布類
43%

可燃分
48%

灰分
10%

水分
42%

ビニール・
合成樹脂
33%

木・竹・わら類 7%

ちゅう芥類 8%

不燃物
4%

その他
5%

物理的構成

今日からできる 「もうひとしぼり」を、ぜひご家庭で実践しましょう!

化学的構成

主なごみ処理費の内訳

5億5,681万円

本巣市のごみ処理費をみてみよう！
令和6年度の主なごみ処理費

総額

令和6年度ごみ分析結果

リサイクルの重要性
捨てればごみ、分ければ資源

生ごみはもうひとしぼり!

温水プール 「ゆ~みんぐ」 をご存知ですか?

西濃環境整備組合の概要 搬入量と負担金の推移

ごみの収集・運搬・中間処理・ 
最終処分、施設の管理運営資源
化推進などにかかる費用の総額
です。

屋内温水プール 「ゆ～みんぐ」は、 ごみ処理で発生した余熱を利用した温水プールです。
本巣市ではプール施設利用料を補助対象として回数券の一部助成をしてます。
毎年度、最初の回数券購入前に、運転免許証やマイナンバーカードなど
申請者の住所および生年月日が分かる身分を証明するものをお持ちください。

組合に搬入されているごみの中には有価物であるスチール缶、アルミ
缶、紙類が混入しています。適切な所定に投入されると、高温のためス
チール缶は酸化して鉄資源としての価値はなくなり、アルミ缶は溶けて
しまいます。

可燃ごみの4割は生ごみで、その生ごみの約8割は水分です!
水切りをするだけで燃料や処理費の削減につながります。
ごみを出す前に、もうひとしぼりお願いします!
資源などはなるべく乾燥させてもらえると助かります。

水分を
10%減らすと…

▶焼却効率が向上
▶処理に使う燃料が減少
▶処理費用の削減につながる!ごみを減らし

未来につなぐ

資源として再利用分別する

年度

R6
R5

組合全体
本巣市

50,307
50,881

家庭系
3,792
3,830

粗大系
470
441

事業系
3,848
3,819

計
8,110
8,090

単位：t

第 号91

西濃環境整備組合には西濃環境保全センターと室
内温水プール「ゆ～みんぐ」の2つの施設があり、
根尾川と揖斐川の交わる三角州に位置してます。

大垣市（一部）、瑞穂市、本巣市、神戸町、輪之内
町、安八町、揖斐川町、大野町、池田町、北方町の
3市7町によって構成され、それぞれの地域から
発生する一般廃棄物の円滑なごみ処理を行って
ます。

表紙は西濃環境整備組合の
施設写真だも。

最終ページで特集してるも。
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Ｑ：タクシーの台数への影響や、売上の変化は
Ａ：タクシーの台数は1社10台以下かと思いま
す。元々タクシーが行かないエリアですの
で、売上が落ちたという話は聞いておらず、
スポット運行の手数料などで逆にタクシー
会社にもメリットが出てます。

○糸貫公民館の移転について
主な質疑の内容

Ｑ：9月からの図書室の運用開始と、周辺の子供
たちが使えるような環境整備について具体
的な目途はあるか

Ａ：図書室の事務局側に20席程度の学習室を
整備中であり、Wi-Fiも完備します。糸貫中
学校の生徒などが放課後に学習できる環境
を整えていきたいと考えてます。

Ｑ：使わなくなった旧施設の今後の計画はどの
程度決まっているのか

Ａ：現時点で取り壊しの見通しは立ってないが、
機能が休止した状態のため、今後は財政部
局へ普通財産として移管することを検討し
ていきます。

○本巣市のごみ処理状況について
主な質疑の内容

令和6年度の実績として約8,110ｔ、金額
にして1億9,782万円の負担金を拠出し
ています。
Ｑ：廃棄物再生利用対策費として計上されてい
る92万6,000円の具体的な内容は

Ａ：生ゴミ処理機の購入補助金と、資源ゴミの
集団回収に対する回収協力金の補助金で
す。

Ｑ：ゴミ袋とシールの作成代が1,400万円強と
高額であるが内訳は

Ａ：令和6年度の作成枚数は、可燃ゴミ袋（大・
中・小）が約93万枚、粗大ゴミ袋が9,000
枚、粗大ゴミ収集シールが2万4,000枚で
す。これらは中国で生産されており、入札の
結果、予定価格の約87％の価格で落札され
てます。

Ｑ：粗大ゴミのシールが前年度より1万2,000
枚も増えている原因は

Ａ：毎年の予算計上時に年間の使用予定枚数を
設定してますが、前年度の在庫状況に合わ
せて補充するため、その調整による誤差の範
囲内であると考えてます。

総務建設委員会協議会
◎澤村　○片岡　臼井　鍔本　今枝　飯尾　翠　堀田

文教福祉委員会協議会
◎河村　○髙橋（知） 大西　髙田　髙橋（勇）　髙橋（時）　瀬川　坂下

Ｑ：住民への説明回数とその反応は
Ａ：4地区で2回ずつ説明会を回ってます。最初
は「路線バスがなくなる（日中の減便）」こ
とへの強い抵抗がありましたが、何度も足を
運び、誠心誠意話し合うことで徐々に理解が
浸透してきました。

Ｑ：ライドシェアの運転手が20名から6名に
減ってしまった理由と今後の確保、また過去
10年間の事故やトラブルの状況は

Ａ：事故については開始以来、人身事故はゼロ
です。ドライバー登録には国交省指定の講習
や実習が必要で、高い安全意識を持ってい
ただいてます。また任意保険に加え、NPO
でもバックアップ保険に加入してます。不足
の理由は、お小遣い稼ぎにもあまりならず、
いつ注文が来るか分からない拘束感からプ
ライベートの自由が効かないことが大きい
です。

Ｑ：市役所職員をドライバーとして活用する考えは
Ａ：過去に検討もありましたが、この事業の趣旨
は「地域住民の活躍の場」を作ることですの
で、職員が代わってやってしまうのは地域振
興の観点から見合わせている状況です。

▲西濃環境整備組合を視察する委員

◀ぬくもりの里1階 平面図
糸貫図書室（9月運営開始予定）

糸貫
公民館
事務局 ▲座学にて質疑する委員

現地視察
○西濃環境整備組合
本巣市を含む3市7町によって構成され、
地域から発生する一般廃棄物の処理を
行う組合です。

旧糸貫公民館は建物の老朽化が著しく維
持管理が困難であったため、安全性の確
保とコスト縮減を図るため「ぬくもりの
里」へ移転しました。

じゅうき

Ｑ：まだ活用できる什器の譲渡は現時点でどの
程度進んでいるのか

Ａ：幼稚園、小中学校、放課後児童クラブへの受
け渡しは完了しており、現在は市内の各施設
へ案内を行ってます。

Ｑ：移転に伴い仕事量が増えているが、人員の補
充などは今後行われるのか

Ａ：今のところ補充は考えてませんが、施設が広く
なったことや運用開始直後であることを踏ま
え、利用者の意見を聞きながら検討します。

Ｑ：従来の図書室とは趣旨を変え、飲食ができ
るような場所を検討できないか

Ａ：待合ホールの有効活用を検討材料としたい
と考えます。

Ｑ：研修室などの部屋は涼しいが、広い廊下など
は空調がなく暑い、今後の対応はどうなるのか

Ａ：既存の空調の更新を進めてます。待合ホー
ル等の空調については、現時点では改修計
画にはありませんが、今後の利用状況や意
見を聞きながら検討の必要性を考えていき
ます。

Ｑ：いきいきホールの管理体制は従来と変わるのか
Ａ：全ての施設を公民館で管理することになり、
運用は今まで通りとなります。

▲本巣市障がい者就労支援センター 杉の子を視察する委員

現地視察
○本巣市障がい者就労支援センター　
　杉の子
自立した生活や社会生活を営むことがで
きるよう、就労や生産活動、余暇活動を提
供し、知識および能力向上のための必要
な訓練を行います。
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損
壊
や
迷
惑
行
為
に
声
か
け
以
上
の
対
応

（
警
察
と
連
携
や
監
視
カ
メ
ラ
設
置
等
）
は

指
定
管
理
者
や
警
察
と
連
携
し
、
具
体
的
か
つ
毅

然
と
し
た
対
応
で
安
心
安
全
な
環
境
を
確
保

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

　

利
用
者
か
ら
の
通
報
や
監
視
カ
メ
ラ
の
遠
隔
監
視

や
施
設
巡
回
で
確
認
次
第
、
注
意
や
警
察
通
報
。

中
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
は

糸
貫
公
民
館
に
新
し
く
学
習
ス
ペ
ー
ス
設
置
、
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
乳
幼
児
親
子
と
交
流
等

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

飯
尾
龍
也

神
海
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

７
年
度
か
ら 

圃
場
整
備
事
業
を
開
始
し
、
８
年
度

は
事
業
計
画
の
策
定
業
務
を
発
注
し
て
ま
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　

令
和
９
年
度
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
す
。

対
象
筆
数
は
合
計
298
筆
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
係
す
る

地
権
者
数
は
60
名
で
す
。
標
準
的
な
区
画
割
り
と
し

て
５
５
０
０
㎡
を
想
定
し
て
お
り
、
令
和
14
年
度
末

を
完
成
目
標
と
し
、
圃
場
の
区
画
整
理
や
用
排
水
施

設
の
整
備
工
事
、
そ
し
て
不
整
形
な
農
地
や
分
散
し

た
農
地
を
効
率
的
な
耕
作
に
適
し
た
形
状
や
配
置
に

再
編
し
、
所
有
権
や
利
用
権
を
調
整
す
る
手
続
き
で

あ
る
換
地
な
ど
の
諸
手
続
き
を
全
て
完
了
す
る
予
定

で
す
。

担
い
手
あ
る
い
は
、
他
地
域
か
ら
の
参
入
状
況
は

本
巣
北
部
地
域
の
参
入
経
営
体
は
な
く
、
根
尾
地

域
は
1
経
営
体
に
と
ど
ま
っ
て
ま
す

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
将
来
の
農

業
利
用
と
担
い
手
を
明
確
に
す
る
た
め
に
策
定
し
た

「
地
域
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
担
い
手
の
状
況

は
、
本
巣
北
部
地
域
で
は
９
経
営
体
、
根
尾
地
域
で

は
25
経
営
体
が
位
置
付
け
ら
れ
て
ま
す
が
、
市
内
で

も
極
め
て
高
い
水
準
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
ま
す
。

※
他
に
も
「
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
」
「
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ

い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

翠　

昭
博

現
在
の
進
捗
と
そ
の
計
画
は

3
地
区
に
お
い
て
進
め
て
お
り
本
巣
IC
周
辺
に
新

た
な
産
業
誘
致
地
区
の
設
定
を
進
め
て
ま
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

用
地
関
係
者
へ
の
手
続
き
は

新
た
な
産
業
誘
導
地
区
を
検
討
す
る
際
に
土
地
所

有
者
や
地
域
の
皆
様
へ
丁
寧
に
説
明
を
し
ま
す

自
転
車
が
車
道
を
通
行
す
る
空
間
確
保
に
つ
い
て

計
画
は
あ
る
か

現
時
点
で
は
自
転
車
が
車
道
を
通
行
す
る
た
め
の

道
路
空
間
を
確
保
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

教
育
投
資
額
を
市
民
に
対
し
て
具
体
的
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

学
校
・
幼
児
・
社
会
教
育
、
学
校
給
食
等
で
そ
の

使
途
の
理
解
を
得
る
事
は
重
要
で
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

関
係
人
口
の
可
視
化
、
地
域
の
担
い
手
確
保
等
。

関
係
人
口
施
策
へ
の
取
り
組
み
等
導
入
の
考
え
は

新
た
な
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
・
企
画
部
長

　

こ
の
制
度
導
入
に
向
け
、
有
効
性
や
本
市
と
の
適

合
性
に
つ
い
て
、
多
角
的
に
検
討
を
進
め
て
ま
す
。

今定例会では１２人の議員から一般質問がされました。
一般質問を行った議員と、その質問内容は以下のとおりです。

質問内容質問順番 議員氏名

将来の東海環状自動車道の全線開通を見越した企業誘致に伴う用地確保に向けた取

り組みについて

自転車通行空間確保に向けた取り組みについて

令和7年度末財政事情の公表について

ふるさと住民登録制度の構築について

災害対策基本法等の一部改正について

今の子どもたちが求める学校について

もとまるパークの安全管理について

もとまるパークの指定管理料の透明性と還元について

下水道事業について

部活動の地域展開について

本市の農業について

自治会の現状と自治会に対する支援について

人と人のつながりを大切にし、持続可能なまちづくりについて

市民の安全確保 について

防災会議における女性委員について

インターンシップ（職場体験）型採用試験の導入について

市の遊休施設の財産処分について

観光資源について

もとまるパーク周辺の安全対策について

緊急通報体制支援事業について

生成AIの活用について

教育環境の暑さ対策について

重層的支援体制の現状について

SNSの活用による市政の活性化について

DX推進の進捗について

本市における公共交通の今後のあり方について

本市におけるバス等による送迎の実態について

本市の新たな観光資源としての席田用水について

夏場の通学時における熱中症対策について

10年後を見据えた持続可能なまちづくりについて

本市における熊の出没対策について

所有者不明森林の森林管理について

中東情勢の影響について

エネルギー関係について

令和8年度予算について

アーバンスポーツを核とした街づくりについて

PFASについて

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

翠　　昭博

髙橋　知子

飯尾　龍也

片岡　孝一

髙橋　時男

澤村　　均

髙橋　勇樹

髙田　浩視

河村　志信

鍔本　規之

坂下　裕久

堀田　靖則

※太字・下線の項目は、各議員の一般質問記事にて掲載のある項目です。

●一般質問●

1

2

3

4

5

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

1

2

3

4

1

2

1

2

3

1

2

3

4

1

1

2

1

2

3

4

5

今
の
子
ど
も
た
ち
が
求
め
る
学
校
に
つ
い
て

本
巣
市
の
農
業
に
つ
い
て

も
と
ま
る
パ
ー
ク
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

も
と
ま
る
パ
ー
ク
周
辺
の
事
業
開
発
調
査
結
果
と

今
後
の
計
画
は

東
海
環
状
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
越
し
た

企
業
誘
致
に
伴
う
用
地
確
保
に
つ
い
て

自
転
車
通
行
空
間
確
保
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
末
財
政
事
情
の
公
表
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
構
築
に
つ
い
て

用語解説

①
圃
場
と
は
作
物
を
栽
培
す
る
場
所
や
土
地
を
示

し
、
主
に
農
地
の
こ
と

A
調
査
を
も
と
に
民
間
活
力
を
導
入
し
東
に
道
の

駅
が
核
の
多
様
な
観
光
交
流
施
設
を
整
備

① 

用語解説

①PFAS（ピーファス）とは、水や
油を弾く、熱に強いなどの非常に
便利な性質を持つ「有機フッ素化
合物」の総称です。
　特に代表的な物質がPFOSと
PFOAで、残留性や蓄積性が高
く、発がん性や免疫力の低下など
との関連が指摘されてます。

①

ほ
じ
ょ
う

A1Q1A1 Q1A1 Q1A1Q1

A1 Q1A3 Q3 A2 Q2A1 Q1A2 Q2

A2Q2

A1 Q1A2Q2

に立つ一般質問12人が

二次元コードから
動画が見れるも！
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髙
橋
知
子

市
内
小
中
学
校
を
選
択
す
る
上
で
通
学
区
域
外
の

学
校
の
こ
と
も
知
る
機
会
を
つ
く
っ
て
は

授
業
公
開
や
学
校
説
明
会
を
通
学
地
域
外
に
も
開

放
、
各
学
校
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
配
布

川
治
・
教
育
長

小
規
模
校
で
国
が
定
め
る
教
科
の
枠
を
超
え
て
本

巣
市
独
自
の
授
業
編
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か

国
に
先
駆
け
て
、
本
年
度
よ
り
す
べ
て
の
学
校
で

独
自
の
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
を
実
践
中

主
体
的
な
学
び
を
進
め
、
か
つ
教
職
員
負
担
軽
減

の
た
め
「
AI
ド
リ
ル
」
を
導
入
し
て
は

自
動
採
点
機
能
付
AI
ド
リ
ル
を
導
入
準
備
中

器
物
損
壊
や
迷
惑
行
為
に
声
か
け
以
上
の
対
応

（
警
察
と
連
携
や
監
視
カ
メ
ラ
設
置
等
）
は

指
定
管
理
者
や
警
察
と
連
携
し
、
具
体
的
か
つ
毅

然
と
し
た
対
応
で
安
心
安
全
な
環
境
を
確
保

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

　

利
用
者
か
ら
の
通
報
や
監
視
カ
メ
ラ
の
遠
隔
監
視

や
施
設
巡
回
で
確
認
次
第
、
注
意
や
警
察
通
報
。

中
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
は

糸
貫
公
民
館
に
新
し
く
学
習
ス
ペ
ー
ス
設
置
、
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
乳
幼
児
親
子
と
交
流
等

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

飯
尾
龍
也

神
海
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

７
年
度
か
ら 

圃
場
整
備
事
業
を
開
始
し
、
８
年
度

は
事
業
計
画
の
策
定
業
務
を
発
注
し
て
ま
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　

令
和
９
年
度
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
す
。

対
象
筆
数
は
合
計
298
筆
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
係
す
る

地
権
者
数
は
60
名
で
す
。
標
準
的
な
区
画
割
り
と
し

て
５
５
０
０
㎡
を
想
定
し
て
お
り
、
令
和
14
年
度
末

を
完
成
目
標
と
し
、
圃
場
の
区
画
整
理
や
用
排
水
施

設
の
整
備
工
事
、
そ
し
て
不
整
形
な
農
地
や
分
散
し

た
農
地
を
効
率
的
な
耕
作
に
適
し
た
形
状
や
配
置
に

再
編
し
、
所
有
権
や
利
用
権
を
調
整
す
る
手
続
き
で

あ
る
換
地
な
ど
の
諸
手
続
き
を
全
て
完
了
す
る
予
定

で
す
。

担
い
手
あ
る
い
は
、
他
地
域
か
ら
の
参
入
状
況
は

本
巣
北
部
地
域
の
参
入
経
営
体
は
な
く
、
根
尾
地

域
は
1
経
営
体
に
と
ど
ま
っ
て
ま
す

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
将
来
の
農

業
利
用
と
担
い
手
を
明
確
に
す
る
た
め
に
策
定
し
た

「
地
域
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
担
い
手
の
状
況

は
、
本
巣
北
部
地
域
で
は
９
経
営
体
、
根
尾
地
域
で

は
25
経
営
体
が
位
置
付
け
ら
れ
て
ま
す
が
、
市
内
で

も
極
め
て
高
い
水
準
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
ま
す
。

※
他
に
も
「
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
」
「
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ

い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

翠　

昭
博

現
在
の
進
捗
と
そ
の
計
画
は

3
地
区
に
お
い
て
進
め
て
お
り
本
巣
IC
周
辺
に
新

た
な
産
業
誘
致
地
区
の
設
定
を
進
め
て
ま
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

用
地
関
係
者
へ
の
手
続
き
は

新
た
な
産
業
誘
導
地
区
を
検
討
す
る
際
に
土
地
所

有
者
や
地
域
の
皆
様
へ
丁
寧
に
説
明
を
し
ま
す

自
転
車
が
車
道
を
通
行
す
る
空
間
確
保
に
つ
い
て

計
画
は
あ
る
か

現
時
点
で
は
自
転
車
が
車
道
を
通
行
す
る
た
め
の

道
路
空
間
を
確
保
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

教
育
投
資
額
を
市
民
に
対
し
て
具
体
的
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

学
校
・
幼
児
・
社
会
教
育
、
学
校
給
食
等
で
そ
の

使
途
の
理
解
を
得
る
事
は
重
要
で
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

関
係
人
口
の
可
視
化
、
地
域
の
担
い
手
確
保
等
。

関
係
人
口
施
策
へ
の
取
り
組
み
等
導
入
の
考
え
は

新
た
な
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
・
企
画
部
長

　

こ
の
制
度
導
入
に
向
け
、
有
効
性
や
本
市
と
の
適

合
性
に
つ
い
て
、
多
角
的
に
検
討
を
進
め
て
ま
す
。

今定例会では１２人の議員から一般質問がされました。
一般質問を行った議員と、その質問内容は以下のとおりです。

質問内容質問順番 議員氏名

将来の東海環状自動車道の全線開通を見越した企業誘致に伴う用地確保に向けた取

り組みについて

自転車通行空間確保に向けた取り組みについて

令和7年度末財政事情の公表について

ふるさと住民登録制度の構築について

災害対策基本法等の一部改正について

今の子どもたちが求める学校について

もとまるパークの安全管理について

もとまるパークの指定管理料の透明性と還元について

下水道事業について

部活動の地域展開について

本市の農業について

自治会の現状と自治会に対する支援について

人と人のつながりを大切にし、持続可能なまちづくりについて

市民の安全確保 について

防災会議における女性委員について

インターンシップ（職場体験）型採用試験の導入について

市の遊休施設の財産処分について

観光資源について

もとまるパーク周辺の安全対策について

緊急通報体制支援事業について

生成AIの活用について

教育環境の暑さ対策について

重層的支援体制の現状について

SNSの活用による市政の活性化について

DX推進の進捗について

本市における公共交通の今後のあり方について

本市におけるバス等による送迎の実態について

本市の新たな観光資源としての席田用水について

夏場の通学時における熱中症対策について

10年後を見据えた持続可能なまちづくりについて

本市における熊の出没対策について

所有者不明森林の森林管理について

中東情勢の影響について

エネルギー関係について

令和8年度予算について

アーバンスポーツを核とした街づくりについて

PFASについて

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

翠　　昭博

髙橋　知子

飯尾　龍也

片岡　孝一

髙橋　時男

澤村　　均

髙橋　勇樹

髙田　浩視

河村　志信

鍔本　規之

坂下　裕久

堀田　靖則

※太字・下線の項目は、各議員の一般質問記事にて掲載のある項目です。

●一般質問●

1

2

3

4

5

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

1

2

3

4

1

2

1

2

3

1

2

3

4

1

1

2

1

2

3

4

5

今
の
子
ど
も
た
ち
が
求
め
る
学
校
に
つ
い
て

本
巣
市
の
農
業
に
つ
い
て

も
と
ま
る
パ
ー
ク
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

も
と
ま
る
パ
ー
ク
周
辺
の
事
業
開
発
調
査
結
果
と

今
後
の
計
画
は

東
海
環
状
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
越
し
た

企
業
誘
致
に
伴
う
用
地
確
保
に
つ
い
て

自
転
車
通
行
空
間
確
保
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
末
財
政
事
情
の
公
表
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
構
築
に
つ
い
て

用語解説

①
圃
場
と
は
作
物
を
栽
培
す
る
場
所
や
土
地
を
示

し
、
主
に
農
地
の
こ
と

A
調
査
を
も
と
に
民
間
活
力
を
導
入
し
東
に
道
の

駅
が
核
の
多
様
な
観
光
交
流
施
設
を
整
備

① 

用語解説

①PFAS（ピーファス）とは、水や
油を弾く、熱に強いなどの非常に
便利な性質を持つ「有機フッ素化
合物」の総称です。
　特に代表的な物質がPFOSと
PFOAで、残留性や蓄積性が高
く、発がん性や免疫力の低下など
との関連が指摘されてます。

①

ほ
じ
ょ
う

A1Q1A1 Q1A1 Q1A1Q1

A1 Q1A3 Q3 A2 Q2A1 Q1A2 Q2

A2Q2

A1 Q1A2Q2

に立つ一般質問12人が

二次元コードから
動画が見れるも！
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●一般質問●

髙
田
時
男

（
本
巣
自
由
の
会
）

澤
村　

均

（
日
本
共
産
党
）

片
岡
孝
一

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
地
域
交
流
が
減
少
す
る
中
、
地
域
を
守
り
、
助

け
合
え
る
本
巣
市
と
し
て
い
く
た
め
に
。

高
齢
化
と
役
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、
担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
と
支
援
は

役
員
の
業
務
内
容
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
時
期
ご

と
の
業
務
や
必
要
な
手
続
き
を
明
確
化

林
・
総
務
部
長

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
役
員

の
担
い
手
不
足
は
全
国
的
な
課
題
で
す
。
自
治
会
長

会
や
市
の
HP
を
通
じ
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

の
周
知
を
図
り
、
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

助
け
合
い
、
住
み
や
す
い
福
祉
の
ま
ち
本
巣
市
を

築
い
て
い
く
た
め
に
。

認
知
症
の
早
期
発
見
と
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障

害
）
対
策
は

切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、
認

知
症
の
早
期
発
見
・
対
策
に
つ
な
げ
ま
す

磯
部
・
健
康
福
祉
部
長

　

認
知
症
予
防
、
軽
度
認
知
障
害
等
に
対
す
る
適
切
な

支
援
を
行
う
相
談
窓
口
と
し
て
、
福
祉
総
合
相
談
室

内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
高
齢
者
の
総
合

的
な
相
談
窓
口
と
な
り
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関

や
他
の
支
援
機
関
と
連
携
し
ま
す
。

●一般質問●

髙
田
浩
視

髙
橋
勇
樹

河
村
志
信

自
治
会
の
現
状
と
自
治
会
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体
験
）
型
採
用
試

験
の
導
入
に
つ
い
て

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

本
市
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
席
田
用
水

に
つ
い
て

　

本
巣
IC
の
開
通
に
よ
り
多
く
の
方
が
本
市
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
IC
の
近
く
の
船
来
山
古
墳

群
や
席
田
用
水
は
観
光
資
源
と
し
て
も
多
く
の
可
能

性
を
秘
め
て
ま
す
。

席
田
用
水
の
北
部
エ
リ
ア
４
㎞
区
間
に
つ
い
て
観

光
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
計
画
は
あ
る
か

新
た
な
観
光
を
目
的
と
し
た
整
備
は
、
伝
統
的
農

村
空
間
を
損
う
た
め
計
画
し
て
ま
せ
ん

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　

農
林
水
産
省
の
「
疏
水
百
選
」
に
も
選
ば
れ
、
岐

阜
県
内
で
も
２
ヶ
所
し
か
な
く
、
本
市
に
と
っ
て
も

貴
重
な
存
在
で
す
。
特
に
山
口
頭
首
工
か
ら
糸
貫
境

の
乙
井
樋
門
ま
で
の
区
間
は
、
自
然
の
玉
石
で
築
か

れ
た
護
岸
と
桜
並
木
が
美
し
い
風
景
は
農
業
遺
産
と

し
て
特
筆
す
べ
き
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
夏
場
に
は
40
度
近
い
猛
暑

に
な
る
日
も
多
発
し
て
ま
す
。
特
に
昼
過
ぎ
14
時
ご

ろ
に
帰
宅
す
る
低
学
年
の
生
徒
た
ち
は
熱
中
症
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
ま
す
。

「
子
ど
も
110
番
の
家
」
な
ど
を
活
用
し
た
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
の
考
え
は

席
田
小
で
導
入
し
活
用
を
進
め
る
一
方
、
児
童
が

暑
さ
を
し
の
ぐ
環
境
に
有
効
と
認
識
し
て
ま
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

 

「
子
ど
も
110
番
の
家
」
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
の
活
用
は
、
今
後
受
入
れ
体
制
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

夏
場
の
通
学
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

A1 Q1A1 Q1

相
談
支
援
、
継
続
的
支
援
の
現
状
は

「
福
祉
総
合
相
談
室
」
で
分
野
横
断
的
な
連
携
の
も

と
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
す

磯
部
・
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
７
年
度
相
談
実
績
は
延
べ
６
１
５
７
件
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
訪
問
相
談
は
１
０
３
９
件
で

す
。
訪
問
相
談
に
至
る
ケ
ー
ス
は
、
関
係
機
関
等
の

日
常
的
な
連
携
や
相
談
支
援
の
過
程
で
の
把
握
に
加

え
、
家
族
や
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
等
も
あ
り
、
継

続
的
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
ま
す
。

前
例
の
な
い
課
題
に
対
す
る
支
援
体
制
は

医
療
・
介
護
・
教
育
機
関
・
地
域
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
ま
す

Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
の
目
的
と
そ
の
効
果
は　
　
　

伝
わ
る
広
報
を
目
指
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
地
域

の
魅
力
や
話
題
な
ど
を
発
信
し
て
ま
す

林
・
企
画
部
長

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
民
の
関
心
を
高
め
HP
や
広
報
紙
へ
誘

導
し
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て
ま
す
。

双
方
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
用
の
現
状
は

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
反
応
や
意
見
を
把
握
す
る

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
ま
す

市
長
始
め
職
員
に
よ
る
直
接
的
な
施
策
の
情
報
発

信
が
よ
り
効
果
的
で
は
な
い
か

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
ま
す

　

市
政
の
重
要
な
施
策
や
イ
ベ
ン
ト
PR
等
効
果
的
な

発
信
に
努
め
ま
す
。

※
他
に
も
「
DX
推
進
の
進
捗
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

重
層
的
支
援
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
市
政
活
性
化
つ
い
て

A1 Q1A2Q2A2 Q2A3 Q3 A1Q1

　

近
年
の
災
害
級
の
猛
暑
は
、
荷
物
の
軽
量
化
だ
け

で
は
防
げ
ま
せ
ん
。
本
巣
市
に
は
片
道
２
㎞
（
小
学

１
年
生
で
約
50
分
）
を
歩
く
児
童
も
多
く
、
35
度
超

の
炎
天
下
で
の
長
時
間
歩
行
は
熱
中
症
の
重
大
な
リ

ス
ク
で
あ
り
、
安
全
確
保
が
急
務
で
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
市
営
交
通
の
併
用
と
い
っ
た
移

動
手
段
の
拡
充
や
、
通
学
路
に
お
け
る
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
の
暑

さ
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

酷
暑
に
よ
る
幼
児
の
活
動
制
限
を
打
開
す
る
た

め
、
直
射
日
光
を
遮
る
大
型
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
を
、
園

庭
と
プ
ー
ル
へ
同
時
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。今

年
度
の
小
中
学
生
の
登
校
時
の
暑
さ
対
策
は

す
べ
て
の
小
学
校
に
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
冷
却
す

る
た
め
の
冷
凍
庫
を
整
備
し
ま
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
効
果
を
検
討
し

つ
つ
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

幼
児
園
園
庭
お
よ
び
プ
ー
ル
（
幼
小
中
）
へ
の
暑

さ
対
策
は

大
型
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
を
行

い
ま
す

※
他
に
も
「
教
育
環
境
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
」
は
２
点
、
「
生
成

AI
の
活
用
に
つ
い
て
」
は
５
点
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

A1 Q1A2 Q2

現
在
の
防
災
会
議
の
委
員
構
成
、
人
員
は

本
年
3
月
時
点
で
、
男
性
22
名
、
女
性
2
名
で
関

係
機
関
の
代
表
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
す

林
・
総
務
部
長

　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
、
岐
阜
県
、
北
方
警
察

署
、
本
巣
消
防
署
等
関
係
行
政
機
関
、
電
力
、
通

信
、
鉄
道
事
業
者
等
公
共
機
関
、
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
等
災
害
応
援
協
定
締
結
団
体
、
消
防
団
、
市
役

所
の
関
係
部
局
長
で
構
成
し
て
ま
す
。

現
行
の
「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
を
見
直

す
考
え
は

定
期
的
な
見
直
し
を
行
い
、
女
性
が
主
体
的
に
参

画
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す

エ
ン
ト
リ
ー
数
お
よ
び
採
用
人
数
の
推
移
と
課
題

は採
用
人
数
は
、
令
和
5
年
度
10
名
、
令
和
6
年
度

5
名
、
令
和
7
年
度
6
名
で
す

林
・
企
画
部
長

　

新
卒
採
用
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
、
令
和
５
年
度
84

名
、
令
和
６
年
度
124
名
、
令
和
７
年
度
48
名
で
、
新

卒
者
の
確
保
が
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
型
採
用
試
験
導
入
に
つ
い
て

の
見
解
は

優
秀
な
人
材
の
確
保
に
向
け
、
よ
り
広
範
な
視
点

か
ら
採
用
活
動
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す

A1 Q1A1 Q1

防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
委
員
に
つ
い
て

A1 Q1A2 Q2A1 Q1

売
却
を
入
札
で
行
う
場
合
の
審
査
基
準
は

公
平
性
、
透
明
性
を
確
保
し
最
大
の
利
益
の
確
保

を
基
本
と
し
て
ま
す

林
・
総
務
部
長

　

入
札
参
加
者
資
格
は
市
の
普
通
財
産
の
一
般
競
争

入
札
実
施
要
領
第
３
条
各
号
で
定
め
て
ま
す
。

設
定
金
額
の
基
準
は
誰
が
決
め
る
の
か

不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価
を
基
に
様
々
な
事
項

を
総
合
的
に
考
慮
し
市
が
決
め
て
ま
す

土
地
や
建
物
の
評
価
、
解
体
費
用
の
評
価
、
見
積

業
者
の
数
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
地
等
は
鑑
定
評
価
を
、
解
体
は
実
績
の
あ
る
業

者
１
社
も
し
く
は
複
数
社
で
対
応
し
て
ま
す

ほ
た
る
祭
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
と
観

光
客
数
の
把
握
は

平
成
17
年
に
糸
貫
町
で
第
１
回
が
開
催
、
令
和
５

年
に
最
後
の
祭
り
が
開
催
さ
れ
５
千
人
来
場

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

今
後
の
ホ
タ
ル
の
保
護
活
動
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は

「
ど
ろ
ん
こ
探
検
隊
」
と
連
携
し
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
生
息
生
態
保
護
活
動
の
保
全
に
努
め
ま
す

親
族
の
い
な
い
方
の
対
応
は

ご
近
所
の
方
や
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、
介
護
事

業
者
等
の
協
力
で
連
絡
体
制
を
確
保
し
ま
す

磯
部
.
健
康
福
祉
部
長

※
他
に
も
「
も
と
ま
る
パ
ー
ク
周
辺
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」
を
質

　

問
し
ま
し
た
。

市
の
有
休
施
設
の
財
産
処
分
に
つ
い
て

観
光
資
源
に
つ
い
て

緊
急
通
報
体
制
支
援
事
業
に
つ
い
て

A1 Q1A2Q2A2Q2 A3 Q3A1 Q1A1 Q1

A2 Q2
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●一般質問●

髙
田
浩
視

髙
橋
勇
樹

河
村
志
信

本
市
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
席
田
用
水

に
つ
い
て

　
本
巣
IC
の
開
通
に
よ
り
多
く
の
方
が
本
市
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
IC
の
近
く
の
船
来
山
古
墳

群
や
席
田
用
水
は
観
光
資
源
と
し
て
も
多
く
の
可
能

性
を
秘
め
て
ま
す
。

席
田
用
水
の
北
部
エ
リ
ア
４
㎞
区
間
に
つ
い
て
観

光
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
計
画
は
あ
る
か

新
た
な
観
光
を
目
的
と
し
た
整
備
は
、
伝
統
的
農

村
空
間
を
損
う
た
め
計
画
し
て
ま
せ
ん

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　
農
林
水
産
省
の
「
疏
水
百
選
」
に
も
選
ば
れ
、
岐

阜
県
内
で
も
２
ヶ
所
し
か
な
く
、
本
市
に
と
っ
て
も

貴
重
な
存
在
で
す
。
特
に
山
口
頭
首
工
か
ら
糸
貫
境

の
乙
井
樋
門
ま
で
の
区
間
は
、
自
然
の
玉
石
で
築
か

れ
た
護
岸
と
桜
並
木
が
美
し
い
風
景
は
農
業
遺
産
と

し
て
特
筆
す
べ
き
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
夏
場
に
は
40
度
近
い
猛
暑

に
な
る
日
も
多
発
し
て
ま
す
。
特
に
昼
過
ぎ
14
時
ご

ろ
に
帰
宅
す
る
低
学
年
の
生
徒
た
ち
は
熱
中
症
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
ま
す
。

「
子
ど
も

1 1 0
番
の
家
」
な
ど
を
活
用
し
た
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
の
考
え
は

席
田
小
で
導
入
し
活
用
を
進
め
る
一
方
、
児
童
が

暑
さ
を
し
の
ぐ
環
境
に
有
効
と
認
識
し
て
ま
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

 

「
子
ど
も

110
番
の
家
」
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
の
活
用
は
、
今
後
受
入
れ
体
制
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

夏
場
の
通
学
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

A1 Q1A1 Q1

相
談
支
援
、
継
続
的
支
援
の
現
状
は

「
福
祉
総
合
相
談
室
」
で
分
野
横
断
的
な
連
携
の
も

と
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
す

磯
部
・
健
康
福
祉
部
長

　
令
和
７
年
度
相
談
実
績
は
延
べ
６
１
５
７
件
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
訪
問
相
談
は
１
０
３
９
件
で

す
。
訪
問
相
談
に
至
る
ケ
ー
ス
は
、
関
係
機
関
等
の

日
常
的
な
連
携
や
相
談
支
援
の
過
程
で
の
把
握
に
加

え
、
家
族
や
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
等
も
あ
り
、
継

続
的
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
ま
す
。

前
例
の
な
い
課
題
に
対
す
る
支
援
体
制
は

医
療
・
介
護
・
教
育
機
関
・
地
域
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
ま
す

Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
の
目
的
と
そ
の
効
果
は
　
　
　

伝
わ
る
広
報
を
目
指
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
地
域

の
魅
力
や
話
題
な
ど
を
発
信
し
て
ま
す

林
・
企
画
部
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
民
の
関
心
を
高
め
HP
や
広
報
紙
へ
誘

導
し
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て
ま
す
。

双
方
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
用
の
現
状
は

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
反
応
や
意
見
を
把
握
す
る

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
ま
す

市
長
始
め
職
員
に
よ
る
直
接
的
な
施
策
の
情
報
発

信
が
よ
り
効
果
的
で
は
な
い
か

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
ま
す

　
市
政
の
重
要
な
施
策
や
イ
ベ
ン
ト

P R
等
効
果
的
な

発
信
に
努
め
ま
す
。

※
他
に
も
「

DX
推
進
の
進
捗
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

重
層
的
支
援
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
市
政
活
性
化
つ
い
て

A1 Q1A2 Q2A2 Q 2A3 Q3 A1 Q1

　
近
年
の
災
害
級
の
猛
暑
は
、
荷
物
の
軽
量
化
だ
け

で
は
防
げ
ま
せ
ん
。
本
巣
市
に
は
片
道
２
㎞
（
小
学

１
年
生
で
約
50
分
）
を
歩
く
児
童
も
多
く
、
35
度
超

の
炎
天
下
で
の
長
時
間
歩
行
は
熱
中
症
の
重
大
な
リ

ス
ク
で
あ
り
、
安
全
確
保
が
急
務
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
市
営
交
通
の
併
用
と
い
っ
た
移

動
手
段
の
拡
充
や
、
通
学
路
に
お
け
る
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
の
暑

さ
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　
酷
暑
に
よ
る
幼
児
の
活
動
制
限
を
打
開
す
る
た

め
、
直
射
日
光
を
遮
る
大
型
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
を
、
園

庭
と
プ
ー
ル
へ
同
時
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。今

年
度
の
小
中
学
生
の
登
校
時
の
暑
さ
対
策
は

す
べ
て
の
小
学
校
に
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
冷
却
す

る
た
め
の
冷
凍
庫
を
整
備
し
ま
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
効
果
を
検
討
し

つ
つ
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

幼
児
園
園
庭
お
よ
び
プ
ー
ル
（
幼
小
中
）
へ
の
暑

さ
対
策
は

大
型
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
を
行

い
ま
す

※
他
に
も
「
教
育
環
境
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
」
は
２
点
、
「
生
成

AI
の
活
用
に
つ
い
て
」
は
５
点
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

A1 Q 1A2 Q 2
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議
員
活
動
日
誌

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
総
会

予
算
決
算
委
員
会　

行
政
視
察

予
算
決
算
委
員
会　

行
政
視
察

第
1
0
2
回
全
国
市
議
会
議
長
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

総
務
建
設
委
員
会
協
議
会

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会
・
予
算
決
算
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

第
2
9
6
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会

も
と
す
広
域
連
合　

総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

会　

議　

名　

等

場　

所

各
務
原
市

朝
来
市

養
父
市

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

中
津
川
市

旧
真
正
分
庁
舎

大
和
園

都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

日
に
ち

５
月
12
日（
火
）

５
月
18
日（
月
）

５
月
19
日（
火
）

５
月
27
日（
水
）

５
月
28
日（
木
）

６
月
８
日（
月
）

６
月
16
日（
火
）

６
月
17
日（
水
）

６
月
19
日（
金
）

６
月
22
日（
月
）

６
月
25
日（
木
）

６
月
26
日（
金
）

７
月
１
日（
水
）

７
月
７
日（
火
）

７
月
15
日（
水
）

７
月
24
日（
金
）

７
月
29
日（
水
）

７
月
31
日（
金
）

６
月
４
日（
木
）

●議員研修●

　　片岡 孝一
●令和８年５月１４日･１５日　令和８年度市町村議会議員研修「社会保障・社会福祉①～地域共生社会の実現に向けて～」

●一般質問●

坂
下
裕
久

堀
田
靖
則

鍔
本
規
之

お詫びと訂正 議会だより90号の掲載内容に誤りがありました
ので、訂正してお詫びします。

P２ 下水道事業会計 収益的支出 予算額
誤 3億1,100万円　　正 12億1,100万円

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる
◆令和8年8月27日（木）（予定）
定例会の詳細確定後ホームページに掲載します。議会のホームページは右からアクセスできます。

右の二次元コードからアンケートへのご協力をお願いします。
議会だよりへの意見を募集します！

フォームはこちら

▲議員20年表彰を受けた臼井議員（写真中央）

全国市議会議長会・東海市議会議長会から表彰状
令和8年第2回定例会閉会後、臼井悦子議員に表彰状が伝達されました。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
東
海
環
状

道
開
通
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
と
計
画
を
明
確
に
す
べ
き
で
す
。

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
方
針
は

今
後
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
大
き
く
4
つ
の
改

定
方
針
を
掲
げ
、
見
直
し
を
進
め
ま
す

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

　

効
率
化
、
土
地
利
用
の
実
効
性
向
上
、
都
市
機
能
の

強
靭
化
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
携
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

「
セ
ン
ト
ラ
ル
ゾ
ー
ン
形
成
」
と
「
本
巣
PA
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
と
展
望
は

持
続
可
能
な
中
心
市
街
地
を
目
指
し
、
観
光
・
交

流
型
道
の
駅
を
整
備
し
集
客
を
図
り
ま
す

　

今
後
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
基
本
施

設
の
機
能
や
整
備
方
針
を
固
め
、
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

本
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は

東
海
環
状
道
開
通
を
活
か
し
、
持
続
可
能
で
活
力

あ
る
本
巣
市
を
目
指
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

セ
ン
ト
ラ
ル
ゾ
ー
ン
形
成
、
本
巣
PA
周
辺
開
発
、

本
巣
IC
周
辺
企
業
誘
致
を
主
要
事
業
と
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
議
論
段
階
で
あ
る
構
想

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
地
元
の
方
々
に
お
話
を
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

10
年
後
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

県
内
で
の
熊
の
目
撃
が
前
年
同
期
と
比
べ
て
1.5
倍

と
増
え
て
ま
す
。
市
内
で
も
９
件
の
熊
の
目
撃
が
あ

り
ま
す
。

　

熊
へ
の
対
策
は
、
制
度
や
支
援
制
度
、
踏
み
込
む

な
ら
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
も
、
現
場
の
実
情
に
合
わ

せ
、
対
応
・
変
化
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

里
山
林
整
備
事
業
に
お
い
て
整
備
の
済
ん
だ
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
に
熊
が
出
没
し
た
際
の
対
応
は

熊
が
出
没
し
た
場
所
に
限
り
、
熊
対
策
と
し
て
市

が
な
ん
ら
か
の
支
援
を
検
討
し
ま
す瀬

川
・
産
業
経
済
部
長

　

本
市
は
森
林
面
積
が
、
東
京
ド
ー
ム
６
９
０
０
個
分

に
相
当
す
る
森
林
都
市
で
す
。
適
切
な
森
林
管
理
の
迅

速
化
の
た
め
に
、
県
と
連
携
を
図
り
、
所
有
者
不
明
森

林
の
増
加
を
食
い
止
め
る
対
策
が
必
要
で
す
。

本
市
に
お
け
る
所
有
者
不
明
森
林
の
状
況
は

令
和
２
〜
７
年
度
の
対
象
地
の
個
人
所
有
者
376
人
に

対
し
、
不
明
者
は
75
人
で
約
20
％
で
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
し
、
相
続
の
増
加
が
予
測

さ
れ
る
が
、
所
有
者
不
明
森
林
へ
の
対
策
は

実
効
性
の
あ
る
森
林
管
理
体
制
の
構
築
を
目
指
し

ま
す

　

令
和
７
年
度
森
林
経
営
管
理
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
行
政
が
対
応
し
や
す
い
仕

組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後
も
意
向
確
認
の
返
送

が
な
い
方
へ
相
続
手
続
き
を
促
す
通
知
を
し
、
回
答

が
あ
れ
ば
林
業
事
業
体
へ
通
知
を
し
ま
す
。

A1Q1A2 Q2A3 Q3

本
市
に
お
け
る
熊
の
出
没
対
策
に
つ
い
て

所
有
者
不
明
森
林
の
森
林
管
理
に
つ
い
て

A1 Q1A1 Q1

市
と
し
て
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
生
産
を
後
押
し
す

る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
る
か

本
巣
市
と
し
て
生
産
を
後
押
し
す
る
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

ぬ
く
も
り
の
里
の
冷
暖
房
機
整
備
予
算
は
投
資
金

額
に
見
合
う
も
の
か

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
整
理
し
、
妥
当
性
を
改
め

て
確
認
し
ま
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

地
域
来
交
付
金
等
を
活
用
し
て
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
の
考
え
は
な
い
か　
　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん高

木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

民
間
事
業
者
等
か
ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ
た
場

合
は
必
要
な
協
力
や
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　　

４
月
か
ら
水
道
水
中
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
＋
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

市
に
は
複
数
の
浄
水
場
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

分
析
す
る
の
か

全
10
箇
所
の
浄
水
場
に
お
い
て
水
質
基
準
52
項
目

を
所
定
の
頻
度
で
検
査
委
託
し
て
ま
す

青
木
・
水
道
環
境
部
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
に
つ

い
て

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

A1 Q1A1 Q1A1 Q1A1 Q1

A2 Q2
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議
員
活
動
日
誌

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
総
会

予
算
決
算
委
員
会　

行
政
視
察

予
算
決
算
委
員
会　

行
政
視
察

第
1
0
2
回
全
国
市
議
会
議
長
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

総
務
建
設
委
員
会
協
議
会

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会
・
予
算
決
算
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

第
2
9
6
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会

も
と
す
広
域
連
合　

総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

会　

議　

名　

等

場　

所

各
務
原
市

朝
来
市

養
父
市

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

中
津
川
市

旧
真
正
分
庁
舎

大
和
園

都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

日
に
ち

５
月
12
日（
火
）

５
月
18
日（
月
）

５
月
19
日（
火
）

５
月
27
日（
水
）

５
月
28
日（
木
）

６
月
８
日（
月
）

６
月
16
日（
火
）

６
月
17
日（
水
）

６
月
19
日（
金
）

６
月
22
日（
月
）

６
月
25
日（
木
）

６
月
26
日（
金
）

７
月
１
日（
水
）

７
月
７
日（
火
）

７
月
15
日（
水
）

７
月
24
日（
金
）

７
月
29
日（
水
）

７
月
31
日（
金
）

６
月
４
日（
木
）

●議員研修●

　　片岡 孝一
●令和８年５月１４日･１５日　令和８年度市町村議会議員研修「社会保障・社会福祉①～地域共生社会の実現に向けて～」

●一般質問●

坂
下
裕
久

堀
田
靖
則

鍔
本
規
之

お詫びと訂正 議会だより90号の掲載内容に誤りがありました
ので、訂正してお詫びします。

P２ 下水道事業会計 収益的支出 予算額
誤 3億1,100万円　　正 12億1,100万円

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる
◆令和8年8月27日（木）（予定）
定例会の詳細確定後ホームページに掲載します。議会のホームページは右からアクセスできます。

右の二次元コードからアンケートへのご協力をお願いします。
議会だよりへの意見を募集します！

フォームはこちら

▲議員20年表彰を受けた臼井議員（写真中央）

全国市議会議長会・東海市議会議長会から表彰状
令和8年第2回定例会閉会後、臼井悦子議員に表彰状が伝達されました。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
東
海
環
状

道
開
通
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
と
計
画
を
明
確
に
す
べ
き
で
す
。

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
方
針
は

今
後
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
大
き
く
4
つ
の
改

定
方
針
を
掲
げ
、
見
直
し
を
進
め
ま
す

加
藤
・
都
市
建
設
部
長

　

効
率
化
、
土
地
利
用
の
実
効
性
向
上
、
都
市
機
能
の

強
靭
化
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
携
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

「
セ
ン
ト
ラ
ル
ゾ
ー
ン
形
成
」
と
「
本
巣
PA
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
と
展
望
は

持
続
可
能
な
中
心
市
街
地
を
目
指
し
、
観
光
・
交

流
型
道
の
駅
を
整
備
し
集
客
を
図
り
ま
す

　

今
後
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
基
本
施

設
の
機
能
や
整
備
方
針
を
固
め
、
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

本
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は

東
海
環
状
道
開
通
を
活
か
し
、
持
続
可
能
で
活
力

あ
る
本
巣
市
を
目
指
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

セ
ン
ト
ラ
ル
ゾ
ー
ン
形
成
、
本
巣
PA
周
辺
開
発
、

本
巣
IC
周
辺
企
業
誘
致
を
主
要
事
業
と
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
議
論
段
階
で
あ
る
構
想

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
地
元
の
方
々
に
お
話
を
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

10
年
後
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

県
内
で
の
熊
の
目
撃
が
前
年
同
期
と
比
べ
て
1.5
倍

と
増
え
て
ま
す
。
市
内
で
も
９
件
の
熊
の
目
撃
が
あ

り
ま
す
。

　

熊
へ
の
対
策
は
、
制
度
や
支
援
制
度
、
踏
み
込
む

な
ら
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
も
、
現
場
の
実
情
に
合
わ

せ
、
対
応
・
変
化
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

里
山
林
整
備
事
業
に
お
い
て
整
備
の
済
ん
だ
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
に
熊
が
出
没
し
た
際
の
対
応
は

熊
が
出
没
し
た
場
所
に
限
り
、
熊
対
策
と
し
て
市

が
な
ん
ら
か
の
支
援
を
検
討
し
ま
す瀬

川
・
産
業
経
済
部
長

　

本
市
は
森
林
面
積
が
、
東
京
ド
ー
ム
６
９
０
０
個
分

に
相
当
す
る
森
林
都
市
で
す
。
適
切
な
森
林
管
理
の
迅

速
化
の
た
め
に
、
県
と
連
携
を
図
り
、
所
有
者
不
明
森

林
の
増
加
を
食
い
止
め
る
対
策
が
必
要
で
す
。

本
市
に
お
け
る
所
有
者
不
明
森
林
の
状
況
は

令
和
２
〜
７
年
度
の
対
象
地
の
個
人
所
有
者
376
人
に

対
し
、
不
明
者
は
75
人
で
約
20
％
で
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
し
、
相
続
の
増
加
が
予
測

さ
れ
る
が
、
所
有
者
不
明
森
林
へ
の
対
策
は

実
効
性
の
あ
る
森
林
管
理
体
制
の
構
築
を
目
指
し

ま
す

　

令
和
７
年
度
森
林
経
営
管
理
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
行
政
が
対
応
し
や
す
い
仕

組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後
も
意
向
確
認
の
返
送

が
な
い
方
へ
相
続
手
続
き
を
促
す
通
知
を
し
、
回
答

が
あ
れ
ば
林
業
事
業
体
へ
通
知
を
し
ま
す
。

A1Q1A2 Q2A3 Q3

本
市
に
お
け
る
熊
の
出
没
対
策
に
つ
い
て

所
有
者
不
明
森
林
の
森
林
管
理
に
つ
い
て

A1 Q1A1 Q1

市
と
し
て
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
生
産
を
後
押
し
す

る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
る
か

本
巣
市
と
し
て
生
産
を
後
押
し
す
る
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

ぬ
く
も
り
の
里
の
冷
暖
房
機
整
備
予
算
は
投
資
金

額
に
見
合
う
も
の
か

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
整
理
し
、
妥
当
性
を
改
め

て
確
認
し
ま
す

高
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

地
域
来
交
付
金
等
を
活
用
し
て
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
の
考
え
は
な
い
か　
　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん高

木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

民
間
事
業
者
等
か
ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ
た
場

合
は
必
要
な
協
力
や
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　　

４
月
か
ら
水
道
水
中
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
＋
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

市
に
は
複
数
の
浄
水
場
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

分
析
す
る
の
か

全
10
箇
所
の
浄
水
場
に
お
い
て
水
質
基
準
52
項
目

を
所
定
の
頻
度
で
検
査
委
託
し
て
ま
す

青
木
・
水
道
環
境
部
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
に
つ

い
て

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

A1 Q1A1 Q1A1 Q1A1 Q1

A2 Q2
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本巣市
議会だより
本巣市
議会だより

●発行：本巣市議会　●TEL：058-323-8103　●2026年8月1日●発行：本巣市議会　●TEL：058-323-8103　●2026年8月1日

本巣市議会だよりは議会ホームページ
からもご覧いただけます。
本巣市議会だよりは議会ホームページ
からもご覧いただけます。

議会だより
編集特別委員会

◎髙橋知子　〇髙橋勇樹　瀬川照司
　翠　昭博　坂下裕久

●特集●

行政情報アプリ「マチイロ」
スマホやタブレットにアプリで
議会だよりをお届けします。

行政情報アプリ「マチイロ」
スマホやタブレットにアプリで
議会だよりをお届けします。

c o n t e n t sc o n t e n t s

・・・・・・Ｐ.  2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.  3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.  4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.  8

・・・・・Ｐ.13
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.14

令和８年第2回定例会開かれる
審議結果
委員会活動
１2人が一般質問に立つ
議員表彰、議員活動日誌、議員研修、
議会開会のお知らせ、意見募集
特集

溶融炉
（ごみ焼却施設）

溶融炉
（ごみ焼却施設）

ゆ～みんぐ
（温水プール）

塵芥車
（ごみ収集車）

じん かい  しゃ

最終処分場最終処分場

内容

①根尾廃棄物処理施設管理費

②本巣ストックヤード管理費

③真正ストックヤード管理費

⑤西濃環境整備組合負担金事業

④塵芥処理諸経費

年度別 分賦金

年度別 ごみの搬入量

年度

R6
R5

組合全体
本巣市

分担割合分賦金
12億9,127万円
14億8,174万円

1億9,782万円
2億2,651万円

15.32%
15.29%

（1）一般廃棄物ごみ収集委託料

（2）一般廃棄物ごみ処理委託料

（3）空き容器回収機管理業務委託料

（4）動物死体処理委託料

1億9,572万円

6,177万円

1,361万円

1,140万円

1,369万円

1,057万円

2,973万円

2億9,836万円

1億9,782万円

（5）不法投棄処理委託料

（6）廃棄物再生利用対策

（7）ごみ袋・シール作成

（8）ごみ分別促進アプリ運用事業

22万円

93万円

1,459万円

13万円

金額

紙・布類
43%

可燃分
48%

灰分
10%

水分
42%

ビニール・
合成樹脂
33%

木・竹・わら類 7%

ちゅう芥類 8%

不燃物
4%

その他
5%

物理的構成

今日からできる 「もうひとしぼり」を、ぜひご家庭で実践しましょう!

化学的構成

主なごみ処理費の内訳

5億5,681万円

本巣市のごみ処理費をみてみよう！
令和6年度の主なごみ処理費

総額

令和6年度ごみ分析結果

リサイクルの重要性
捨てればごみ、分ければ資源

生ごみはもうひとしぼり!

温水プール 「ゆ~みんぐ」 をご存知ですか?

西濃環境整備組合の概要 搬入量と負担金の推移

ごみの収集・運搬・中間処理・ 
最終処分、施設の管理運営資源
化推進などにかかる費用の総額
です。

屋内温水プール 「ゆ～みんぐ」は、 ごみ処理で発生した余熱を利用した温水プールです。
本巣市ではプール施設利用料を補助対象として回数券の一部助成をしてます。
毎年度、最初の回数券購入前に、運転免許証やマイナンバーカードなど
申請者の住所および生年月日が分かる身分を証明するものをお持ちください。

組合に搬入されているごみの中には有価物であるスチール缶、アルミ
缶、紙類が混入しています。適切な所定に投入されると、高温のためス
チール缶は酸化して鉄資源としての価値はなくなり、アルミ缶は溶けて
しまいます。

可燃ごみの4割は生ごみで、その生ごみの約8割は水分です!
水切りをするだけで燃料や処理費の削減につながります。
ごみを出す前に、もうひとしぼりお願いします!
資源などはなるべく乾燥させてもらえると助かります。

水分を
10%減らすと…

▶焼却効率が向上
▶処理に使う燃料が減少
▶処理費用の削減につながる!ごみを減らし

未来につなぐ

資源として再利用分別する

年度

R6
R5

組合全体
本巣市

50,307
50,881

家庭系
3,792
3,830

粗大系
470
441

事業系
3,848
3,819

計
8,110
8,090

単位：t

第 号91

西濃環境整備組合には西濃環境保全センターと室
内温水プール「ゆ～みんぐ」の2つの施設があり、
根尾川と揖斐川の交わる三角州に位置してます。

大垣市（一部）、瑞穂市、本巣市、神戸町、輪之内
町、安八町、揖斐川町、大野町、池田町、北方町の
3市7町によって構成され、それぞれの地域から
発生する一般廃棄物の円滑なごみ処理を行って
ます。

表紙は西濃環境整備組合の
施設写真だも。

最終ページで特集してるも。
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